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県内高校レトロ建築巡り

て
開
校
し
、
当
時
の
講

堂
が
そ
の
ま
ま
残
る
。

今
は
剣
道
場
や
卓
球
場

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
外
観
の
特
徴
は
、

バ
ッ
ト
レ
ス
（
控
え
壁
）

の
並
び
。
今
で
も
現
役

使
用
に
耐
え
う
る
重
要

な
耐
震
構
造
の
部
分
と

思
わ
れ
る
。
外
壁
は
、

洗
い
出
し
の
左
官
仕
上

げ
と
な
っ
て
い
て
、
目

地
を
入
れ
る
こ
と
で
木

造
を
意
識
さ
せ
ず
、
あ
た
か
も
西
洋
の
石
造
建

築
の
よ
う
に
見
せ
て
い
る
。
内
部
は
、
洋
風
の

漆
喰
装
飾
で
飾
ら
れ
た
“
持
ち
送
り
”
で
桁
材
が

支
え
ら
れ
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
柱
頭
飾
り
）
付
き
の

　

愛
媛
県
内
に
は
、
学
校
建

築
で
良
質
な
戦
前
期
の
建

物
が
比
較
的
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
国
登
録
有
形
文

化
財
の
旧
制
松
山
高
校
講

堂
や
、
西
予
市
宇
和
町
の
国

重
文
開
明
学
校
、
市
文
化
財

旧
宇
和
町
小
学
校
（
現
米
博

物
館
）
な
ど
は
そ
の
例
で
あ

る
が
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い

な
い
物
件
が
他
に
も
あ
り
、

ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
は
、
四
国
中
央
市

に
あ
る
三
島
高
校
の
講
堂
。

近
年
は
映
画
「
書
道
ガ
ー
ル

ズ
」
で
す
っ
か
り
有
名
に

な
っ
た
高
校
。
大
正
12
年

に
旧
制
三
島
中
学
校
と
し

角
柱
は
、
よ
く
見
れ
ば
エ
ン
タ
シ

ス
様
に
ふ
く
ら
み
を
持
た
せ
て
い

る
。

　

県
内
で
唯
一
の
藩
政
時
代
の
大

手
門
が
正
門
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
西
条
高
校
。
風
格
あ
る
幅
広

な
水
濠
に
囲
ま
れ
た
三
万
石
の
陣

屋
跡
。
小
藩
と
は
言
え
、
ご
三
家

紀
州
徳
川
の
分
家
で
、
藩
主
は
江

戸
常
勤
で
参
勤
交
代
が
免
除
と
い

う
特
権
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
余

力
が
禎
瑞
な
ど
の
新
田
開
発
を
促

し
、
藩
は

豊
か
だ
っ
た
。
今
に
伝

わ
る
西
条
祭
り
の
豪

華
さ
は
、
そ
う
し
た
ゆ

と
り
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
も

た
ら
す
由
縁
か
も
知

れ
な
い
。

　

中
予
か
ら
は
、
久
万

高
原
町
に
あ
る
上
浮

穴
高
校
の
講
堂
「
知
今

堂
」。
こ
ち
ら
は
昭
和

19
年
の
建
築
。
船
田
一

雄
と
い
う
人
物
の
寄

付
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
。
船
田
は
同
町
明

神
の
出
身
で
、
三
菱
商
事
の
本
社
理
事
長
に
ま

で
な
る
人
物
。
内
部
は
天
井
意
匠
が
美
し
く
、

ス
テ
ー
ジ
脇
に
は
船
田
の
書
「
知
今
堂
」
や
安
倍

能
成
の
扁
額
「
向
上
心
変
非
常
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
安
倍
は
松
山
出
身
の
哲
学
者
で
あ
り
教
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育
者
、
夏
目
漱
石
の
門
下
で
あ
る
。
屋
根
裏
の

変
形
ト
ラ
ス
は
大
空
間
が
確
保
さ
れ
、
久
万
林

業
の
優
良
材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

大
洲
高
校
に
は
、
中
江
藤
樹
の
至
徳
堂
が
存

在
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
建
物
は
昭
和
14
年
の

復
元
で
、
日
立
の
佐
賀
関
製
錬
所
所
長
だ
っ
た

窪
田
哲
次
郎
の
寄
贈
に
よ
る
。
窪
田
は
、
大
洲

高
の
前
身
旧
宇
和
島
中
学
大
洲
分
校

の
卒
業
。
至
徳
堂
は
、
現
在
茶
道
部

な
ど
の
練
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
藤
樹
の
教
え
「
知
行
合
一
」
が
、

今
で
も
同
校
の
教
育
に
一
環
し
て
流

れ
精
神
的
支
柱
と
し
て
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
素
晴
ら

し
い
。

　

最
後
に
ミ
ニ
水
族
館
で
地
域
貢
献

し
て
い
る
長
浜
高
校
の
歴
史
メ
モ
リ

ア
ル
。
建
物
で
は

な
い
が
、
片
隅
に
建
つ
西
村

兵
太
郎
の
銅
像
を
ご
紹
介
し

て
お
こ
う
。
西
村
は
伊
方
町

二
名
津
に
生
ま
れ
る
が
、
幼

時
に
長
浜
へ
転
居
、
後
に
31

歳
の
若
さ
で
長
浜
町
長
と
な

り
数
々
の
事
業
を
実
施
し
て

辣
腕
を
ふ
る
う
。
水
産
界
に

も
貢
献
し
、
喜
多
郡
漁
業
組

合
連
合
会
の
設
立
、
愛
媛
鉄

道
の
建
設
、
県
下
初
の
水
道

事
業
や
一
世
を
風
靡
し
た
水

族
館
建
設
、
あ
る
い
は
国
登

録
有
形
文
化
財
と
し
て
今
に

現
役
の
長
浜
開
閉
橋
な
ど
、
そ
の
功
績
は
枚
挙

に
暇

い
と
ま

が
な
い
。
長
高
水
族
館
は
そ
う
し
た
背
景

も
あ
っ
て
の
こ
と
。
し
か
も
彼
は
、
子
規
の
影

響
で
笑
波
と
い
う
俳
号
を
持
ち
俳
誌
「
シ
ブ
キ
」

も
発
行
、
且
つ
県
議
会
議
長
に
も
な
る
と
い
う

ス
ー
パ
ー
マ
ル
チ
人
間
で
あ
っ
た
。
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